
開館／午前10時～午後5時 （入館は午後4時30分まで）料金／大人600円（500円）・小中学生400円 （ ）内は20名以上の団体料金 ※常設展示もご覧いただけます。
主催／株式会社 黒壁　後援／中日新聞社・しがぎん経済文化センター・BBC・ZTV　協力／ワコウ・ワークス・オブ・アート

会期／２００９年１０月１０日［土］～１１月２５日［水］
会場／

S A Y A K A  S H O J I

特  別  企  画

入場料／大人2,000円（前売り1,800円）小中学生1,000円（前売り900円）
　　　　※黒壁美術館入場料金（600円）を含む。 黒壁倶楽部会員様は特別料金でご覧頂けます。 ※トークショー当日は黒壁美術館の開館時間を延長いたします。
主催／株式会社 黒壁　後援／長浜市・（財）長浜文化スポーツ振興事業団・中日新聞社・しがぎん経済文化センター・BBC・ZTV

庄司紗矢香トークショー「音楽と美術を語る夕べ」

「遠い昔に」  Nostalgic Landscape  40×60cm Oil on Canvas 2009
（フォーレ／ピアノ三重奏曲二短調 第２楽章による）

庄司紗矢香
音楽を語る絵画展

E X H I B I T I O N  " S y n e s t h e s i a "

会期／２００９年１1月5日［木］ 夕方６時 （開場／午後5時30分 ・ 終了／午後7時30分）

会場／長浜文化芸術会館 大ホール 〒526-0066 滋賀県長浜市大島町大島37 TEL.0749-63-7400

チケット
販売開始日10月10日

プレイガイド
長浜文化芸術会館・びわ文化学習センター

浅井文化ホール ・ 黒壁美術館

〒526-0059 滋賀県長浜市元浜町11-23　TEL.0749-62-6364／FAX.0749-62-6365　URL http://www.kurokabe.co.jp

株式会社 黒壁 〒526-0059 滋賀県長浜市元浜町12-38  TEL.0749-65-2330／FAX.0749-65-2333  URL http://www.kurokabe.co.jp  Photo by Mark Harrisonチケットのお問い合せ



会期／2009年11月5日［木］  夕方6時開演　会場／長浜文化芸術会館 大ホール

主催／株式会社 黒壁　後援／長浜市・（財）長浜文化スポーツ振興事業団・中日新聞社・しがぎん経済文化センター・BBC・ZTV

特  別  企  画

日本を代表する若手バイオリニスト。14歳で「ルツェルン国際音楽祭」
とウィーン楽友協会に出演。その後1999年、「第46回パガニーニ国際
バイオリン・コンクール」に日本人として初めて、そしてコンクール
史上最年少で優勝。一躍世界中から注目を集め、ウォルフガング・サ
ヴァリッシュ、シャルル・デュトワ、ウラディーミル・アシュケナージ、
ロリン・マゼール、ズービン・メータなど、世界中の著名な指揮者たち
からソリストとして指名され共演。2000年にはドイツ・グラモフォン
からメータ指揮のイスラエル・フィルハーモニー管弦楽団とパガニ

ーニ《バイオリン協奏曲第1番》ほかでCDデビューし、話題となった。
近年はＩ・フィッシャー／イスラエル・フィルやテミルカーノフ／ロ
ンドン響、チョン／フランス国立放送フィルなどと各地で共演。N響
とは、デュトワ指揮の2002年９月定期で初共演し、ロジャー・ノリン
トン指揮の2006年11月定期でも共演、いずれの年とも「ベスト・ソリ
スト」に選ばれた。今後はスカラ座フィル、ライプツイッヒゲヴァン
トハウス、バイエルン放送響、シンシナティ響等と共演予定。ケルン
音楽大学卒業。1999年度都民文化栄誉章、2000年出光音楽賞受賞。

「中世の手」  Hand of medieval
65×81cm  Oil on Canvas 2009

「遠くから」  Lontano
40×40cm  Oil on Canvas 2008

「アンナとヴロンスキー」  Anna and Vronsky
91×65cm  Oil on Canvas 2009

「ピランデッロ通り」  Via Pirandello
38×46cm  Oil on Board 2008

庄司 紗矢香 （しょうじ・さやか） バイオリニスト

長浜文化芸術会館
〒526-0066 滋賀県長浜市大島町大島37　TEL.0749-63-7400／FAX.0749-63-7401 http://www.biwa.ne.jp/̃bunspo/index.html

開　演／午後6時～午後7時30分（開場／午後5時30分）
入場料／大人2,000円（前売り1,800円）／小中学生1,000円（前売り900円） ※黒壁美術館入場料金（600円）を含む。
　　　　黒壁倶楽部会員様は特別料金でご覧頂けます。 ※トークショー当日は黒壁美術館の開館時間を延長いたします。

庄司紗矢香公式ウェブサイト http://www.universal-music.co.jp/classics/shoji/

黒壁美術館では若手バイオリニスト庄司紗矢香が描
いた油彩画展を開催いたします。
庄司紗矢香は史上最年少の１６歳で、また日本人と
して初めて『パガニーニ国際バイオリンコンクール』
で優勝し一躍注目を集めました。現在はパリを拠点
にして世界各地でコンサート、リサイタルを開いて
活躍をしています。

2年ほど前から本格的に描き始めた油彩画は、庄司に
よれば音楽の第2のインタープレテーション（解釈）
であり、音楽作品からインスピレーションを得たイ
メージをキャンバスに描き出したものです。作曲家
が抽象的な音に託したメッセージを、人物の所作や
風景に置き換えて可視化する作業は、庄司自身の表
現意欲を客観的に再確認し、作品との対話を深める
行為に他なりません。バイオリンの練習が出来ない
深夜に楽曲の解釈に挑める喜びが、彼女の絵画制作
活動の原動力になっています。

また、庄司はフランス人映像作家・パスカル・フラマ
ン氏と共に映像作品の制作にも熱意をもって取り組
んでいます。今回の展覧会で上映する作品は、庄司自
身が楽曲の映像化のためのシナリオを作り、フラマ
ンと共にロケハンおよび撮影演出と編集作業を施し
た映像に、彼女が奏でるショスタコーヴィッチの音
楽が重なります。彼女は《Synesthesia》（共感覚）とい
う言葉をこの映像作品のために使っています。音楽
がイメージを呼び覚まし、音と映像が互いに呼応し
合う綜合芸術への道を探る試みを意味するものでし
ょう。彼女が演奏する時に頭に浮かぶイメージ、ある
いはロシアやショスタコーヴィッチへの想いを映像
化することは、クラシック音楽の世界に軸足を置き
ながらも、ひとりの表現者として活動の幅をひろげ
ようと挑戦する庄司紗矢香の大胆な計画の第一歩と
なるものです。

黒壁美術館での個展は、江戸時代に建造された土蔵
の中の展示室で開催されます。古きものと新しきも
のの共存が編み出すコラボレーションの妙味を是非
ご高覧ください。

S A Y A K A  S H O J I  E X H I B I T I O N "S y n e s t h e s i a"

 Photo by Mark Harrison

チケットの
お問い合せ 株式会社 黒壁 TEL.0749-65-2330／FAX.0749-65-2333
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